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わ力1可島i初の近代的戦艦である富 卜はり1治 38年 8り 11:|、 ロンドン郊外テームズ鉄 r所で起 rさ れました。

列強のアジア進‖1、 清I嗜海lFの
~定

遠_‐鉄遠_の強力な海tF力 の存在という状況 ド、わが1可 は宮廷1`費をその予算に,1

すなどして漸く建造にいたりました。

|ドお戦争終 了後の明治 30年に横須賀に到着し、‖露戦争においては旗艦 :笠の第 ―戦隊に所属し各海戦で活躍した後、
‐等海 1/J鑑、運

'‖

術訓1練鑑、特務鑑、練習特務鑑となり、17112許横須賀にて解体された‖:海14最長鑑嗣 8年である本鑑は、

日本海1その栄光と没落を見ル:けました。

【新造時要項】

“

備ll,水 |ミ  12533ト ン

Ⅲ線|!ル   H4メ ートル

●|.    223メ ートル

航続力     loノ ′卜′7000理
卜機     理 膨張式 :気籠レシフロな久機円 :基

卜li     `i茂Ⅲ●||(1,1:)「 lt

J:力  輌数  1350011カ  :||
卜な兵■   40 !,1305セ ンチ 地ヽ 連襲 :jI(ツ ,〕 1)

■01!tF 152セ ンチ耐砲 11■ l lt(11つ

17セ ンチ ヽ

“

砲 il,1■ (1「四11)

45セ ンチ水 |■ 1,発,, 「 1 11水1た

・
　

●
一

・

襲 1: "籠
1lII

舷僣 457 ミ''  11機 03 ミ
'′

  ,1イ )'「 356
ミリ

一
一
ヽ

【喘歴]

;'冷 2701 11894`|)81j l ll

;1治 30`1 118971  10り ,3111
,〕ボ)37`「 (190411)ヽ 1,1,i38`F(19051つ

;l治 1411(1911〈 |) 8り 1281]
暉1201(1945年 ,8'11‖

ロン トン

“

llの テームス欲「 所にて起「
H須

"に

到 r
‖メ戦争 第 に縣所属 権m,,飯鴨 黄涯

“

戦 (■1治 37`18′ い

‖拿海涯戦 (叫 治 38`F5'1,
代艦昴から 等海脇鑑ヘ

髯恥

.`こ二̈
^`=ノ

お 11い
"げ

のお客様ヘ

“

「 部品i卜 文カード

部品をこわした 0 魚 くした0し たお客椒にはた費にてお分けします  部品,Itカ ー ト,に心塾なランナー●〉iし
', 

数 ltを il大 して

必す理金 1“てお1,し込み |さ い l:側 の1●
=お客様の,l` 氏名 til綺 りを 1,い たメモを)111ド さい

0触は送il l子 数料込み (合1:,40,Dと 椰■,Iヽ (■ RCラ ンサー各 1枚 120011 部IIのパラ売うはありません )で す

●お1し込み

シ ー ル ズ モ デ ル ズ 〒1640011 東京榊 野区1'大 25911(イ i)フ ォー サ イ ト内 TE1 03 5337 0051『 怒 03538,■ 052

ランナー

枚

*`ず現切 ,■ でこ,|え くたさい



バーツリスト

[Aラ ンナー ]

1  甲板
2  籠1体 (右舷)

3  船体 (左舷)

4  スタンウォーク

5～8 舷側板

[Bラ ンナー ]

1   ボートリ板
2  後部艦橋基部
3  全部艦橋基部
4  後部lg橋

5   主砲砲身
6  主砲塔
7  後部煙突
8  全部煙突

9  後部饉突キャップ

10  全部饉突キャップ

ロ  通風筒 (中 )

12  通風筒 (人,

13  逆風市 (1ヽ )

15  後自嘘 橋上.●l

16  前部艦橋上部
17～20 フアイティングトップ
21  有舷後部艦構側前
22  左舷後部艦橋側mi

23  右舷前椰艦橘側面
24  た舷後部艦橋Ol面

25  前部マストデリック

26  後Hlマストデリック

27～28 ヤード (小)

29  後部マスト

30  前部マスト

31～ 32 ヤード (大)

[Cランナー 〕

1  放宇
2  旗竿支柱
3  20ftジ ャンク
4  27ftホ ェーラー (ダビット穴布)

5  27ftホ ェーラー (ダビット穴無)

6  42ftラ ンチ

7  36■ 内火艇
8   56Ft水雷艇 艇体
9  56負 水雷艇 甲板
10 30Ftギグ (ダビット六有)

11 30■ ギグ (ダビット六無)

12 30Ftカ ッター

16 通風筒 (大 長)

17 通風筒 (大 短)

20  30 5cm砲  砲身
21 30 5cm砲 砲塔
22 15 2cln準装砲
23 75mm単姜砲
25 測距蟻
26 羅釧儀
27  

“

副照灯
31 劇錨
32   ヒ錨
33 錨用ダビット

34 ボートダビット (後部甲板用〉
35 ボートダビット (36ft内 火艇用)

36 ボートダビット (ボート:口板‖)

37 御紋
=38 セマホア式信P.機

42 77j騨用ハンモック

43 47mm単装饉
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[組立前に必ずお読み下さい ]

●組み立てる前に、組立認

`明

書をよく読み 組立手順、加工方法などを把握して、仮組みを充分に行ってください。
●各部品 (特に小部品)の取付は、平面図 側面図にて位置を確認してください。
●塗装説明は、CSIク レオス社のMrカ ラーで指定してあります.
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日本海軍戦艦 富 士 塗装図
【新遺時要項】
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